
江戸前勉強会2022
• はじめに

「第2回の振り返りと、参加の皆様について」

（古川恵太）

• 話題提供

生き物生息場つくり （佐々木淳さん 東京大学）

水産・漁業の視点 （児玉真史さん 水研機構）

生物モニタリングについて

（風呂田利夫さん よくする会・おせっ会）

• 意見交換

• おわりに

Webサイト
coastcard.jp

Youtube
東京湾再生
ハゼ博士

2022年12月9日 19:00 – 20:30

まもなく始まります。



江戸前勉強会2022
はじまりました！

ご参加のみなさまへ

⚫ Zoomでの開催に並行して、
YouTubeでの公開をいたします

⚫ 勉強会の内容を録画し、後日公開
させていただきます

⚫ ご発表、ご発言については、個人
の立場でお願いします（所属機関
の見解といたしません）

⚫ 本勉強会の成果を他で引用する場
合には、発表者が特定されない形
としてください（チャタムハウ
ス・ルール）

⚫ 楽しく、未来の東京湾のために議
論いたしましょう

⚫ 発言の時以外はミュートでお願い
します。

共催（予定を含む）：

東京湾再生官民連携フォーラム（モニタリング
PT、 窓PT、江戸前PT、生き物の生息場
づくりPT他）

東京湾の環境をよくするために行動する会、

東京海洋大学江戸前ESD協議会、

東邦大学東京湾生態系研究センター、

ベルモントフォーラムCOAST Cardプロジェクト

協力：

東京湾再生推進会議モニタリング分科会
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江戸前勉強会2022 ねらい

・東京湾再生のための行動計画（第3期）に向けた期待

・みんなが協働し東京湾再生を盛り上げていくためにはどうしたら良いのか

生き物一斉調査・シンポの実施
（うなぎ調査）

めざすべき東京湾の姿を描こう

ヘドロのない海を目指そう

海辺へのアクセスを確保しよう

生物データの一元化・
体系的な取得をしよう

新たな課題に対する対話の場をつくろう
「海のイドバタ会議」を実施しよう

継続的に話していこう

第1回：計画
第4回：アクセス

第2回：モニタリング
第3回：生息場つくり

第5回：環境評価
第6回：これから



江戸前勉強会2022(11/25)のふりかえり
• 東京湾再生のモニタリング体制について

• プランクトンから見た東京湾の環境変遷

勉強会の目標
• 目標を定め行動につなげる

• 大きな再生目標（ビジョン）の再確認 → 行動の具体化

• 行動する主体となる、幅広い関係者（ステークホルダー）のネットワークの強化

Webサイト
coastcard.jp



江戸前勉強会2022(11/25)のふりかえり
• 東京湾再生のモニタリング体制について

• プランクトンから見た東京湾の環境変遷
アクション

解析・考察

蓄積

前処理

観測値

対象

政策・
事業

データベース

市民活動

論文・報告書

標準化・メタデータ

計測法・指針

標準化・メタデータ

TOBEX、モニタリング
ポスト、一斉調査

公共用水域、定線調査
水質、底質、
生物、赤潮・青潮

漁海況、貧酸素

100年の変遷、人と自然のかか
わりの再生、生きものと共に

江戸前ハゼ、アサリ環境、水産、港湾



江戸前勉強会2022(11/25)のふりかえり
• 東京湾再生のモニタリング体制について

• プランクトンから見た東京湾の環境変遷



意見交換

・今回ご参加のみなさまのご所属



意見交換

・重要なモニタリング項目

豊な水環境（生息生物）

豊な水環境（水質）活動の環
（参加の機会、

参加数）

楽しさ、親しみやすさ
（アクセス）

楽しさ、親しみやすさ
（イベント）



意見交換

・増やすとしたら、どんなモニタリング項目？



意見交換

・モニタリングの活用について



企業活動をしている（臨海部に立地する工場、会社な

ど）
レジャー活動をしてい

る（釣り、潮干狩りな

ど）

調査・研究をしている普及啓発に関わって

いる（水族館、観察

館、学習館など）

教育活動に関わってい

る（学校、スクールなど）

その他 (具体的に)

ご自身と東京湾の関連性について教えてください（複数回答可）

江戸前勉強会2022 第2回の参加予定者

参加者について （2022.11.24現在／事前アンケート分）

川づくり（市民活動）
所属団体が調査（下水道展での報告）
流域住民として関心あり
関心あり

行政（国、地方自治体を含む）

5%

民間企業

28%

漁業者など

水産業関係

5%

市民（市民団体含む）

24%

教育・研究関係

（教員・研究者）

28%

学生・生徒・児童

5%

その他 (具体的に)

5%

ご自身のご所属を教えてください
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個別の資料をご提供
いただいております。
Webページよりご参
照ください。
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自然界で不必要な現象はない、と思います。これまでの人為により損なってし
まった自然界の歯車を、組み直す仕事は次世代のためになるものであり、為さ
ねばなりません。
どのような仕組みであったかを探るために過去の東京湾の姿を描き出すこと、
どのような人為がなされたかを「悪者探し」の視点ではなく検証することが重
要です。この視点でもって、様々な事業者の環境影響評価の元データを収集し
ましょう。そして、改善策が出てきたら、環境財産を高めるための行動である
ことから、速やかに現地で試してみましょう。



ご参加の皆さんで記念写真


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

